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平
成
21
年
１
月
21
日
に
県
中
西
部

の
梼
原
町
、
津
野
町
、
仁
淀
川
町
、

越
知
町
、
佐
川
町
、
日
高
村
の
６

町
村
で
構
成
さ
れ
る
「
仁
淀
川
・
四

国
カ
ル
ス
ト
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議

会
」
が
設
立
さ
れ
、
各
市
町
村
で
説

明
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

５
月
17
日
に
第
１
回
ジ
オ
パ
ー
ク

説
明
会
が
日
高
村
旧
松
岡
酒
造
の
酒

蔵
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
雨

天
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
村
内
外
か
ら

約
150
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

第1回　仁淀川・四国カルストジオパーク第1回　仁淀川・四国カルストジオパーク

日高村説明会開催される日高村説明会開催される

旧
松
岡
酒
造
酒
蔵
保
存
委
員
会
の

森
本
さ
ん
よ
り

● 
日
高
村
に
存
在
す
る
素
晴
ら

し
い
地
層
と
、
そ
こ
か
ら
湧

き
出
る
水
に
よ
り
こ
こ
で
酒

造
り
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
。

● 

日
高
村
内
の
地
形
や
地
質
か

ら
は
シ
ル
ル
紀
（
４
億
年
前
）

の
化
石
や
ク
サ
リ
サ
ン
ゴ
が

発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

● 

地
層
は
蛇
紋
岩
を
は
じ
め
と

す
る
火
成
岩
や
変
成
岩
類
が

入
り
組
ん
で
存
在
し
て
い
る

こ
と
。

こ
れ
ら
は
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、
ト

サ
ミ
ズ
キ
、
バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
等

が
自
生
し
、
錦
山
公
園
、
大
滝
山

公
園
、
渋
川
ト
ン
ボ
公
園
、
日
下

川
・
戸
梶
川
調
整
池
等
が
存
在
す

る
こ
と
と
密
接
な
関
係
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
高
知
工
科
大
学
特
任
の

永
野
教
授
か
ら
は
、「
村
民
一
人

ひ
と
り
が
地
域
の

こ
と
を
知
り
、
日

高
村
を
大
き
な
ひ

と
つ
の
恵
ま
れ
た

自
然
公
園
と
と
ら

え
、
地
域
へ
の
思

い
や
誇
り
を
大
切

に
す
る
こ
と
で
資

源
の
保
護
や
活
用

を
図
り
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
ま

し
ょ
う
。」

　

と
い
う
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

　

会
場
は
地
場
産

品
の
出
店
、
日
高

環
頭
太
鼓
の
応
援

演
奏
、
高
知
ふ
る

さ
と
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
〝
豆
電

球
〞
さ
ん
の
出
演
等
で
賑
わ
い
を

増
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
多
く
の
方
の
ご
協

力
の
も
と
、
6
町
村
と
連
携
し
地

域
の
活
性
化
を
目
指
し
、
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
認
証

に
向
け
て
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。

ジオパークとは？
地質遺産を複数含む一種の自然公園のことです。

活動の目的
地質遺産を保全し、研究や化学の教育と普及に活
用して、さらにそれを自然に親しむ旅（ジオツー
リズム）に結びつけようという地域振興です。


